
平成２７年、２８年の建設業における墜落・転落災害（死亡災害）の分析結果

・脚立足場、移動式足場プラント内等の複雑
な形状の足場からの墜落、朝顔からの墜落

・固定されていない床材、屋根材（野地板）やフラッ
トデッキ、ベランダの床等からの墜落

・移動はしご １１件
・脚立 ６件

設置されている又は組立・解体中の足場に
関連するもの（５０件）

屋根・屋上・床上から（作業床あり）
（８７件）

はり・けた等から（作業床なし）（２５
件）

その他（１００件）

一側足場等（単管等含む）（１２件）

屋上等の端（１２件）つり足場（６件）

その他（１３件）

スレート等の踏み抜き（１８件）

屋根・屋上・床上等の開口部（１４件）

本足場（１９件）

屋根等の端（３１件） 建方作業・解体作業中にはり・け
た等の上から（２０件）

その他の建築・構築物
から（２４件）

（本足場・一側足場に関する更に詳細な分類
は次ページ）

・組立・解体作業中に墜落 １０件
・通常作業中に外側から墜落 ４件
・通常作業中に躯体との間から墜落 ３件
・通常作業中に作業床が外されている箇所

から墜落 ２件

・通常作業中に躯体との間から墜落 ５件
・通常作業中に外側から墜落 ４件
・組立・解体作業中に墜落 ２件
・通常作業中に作業床が外されている箇所

から墜落 １件

・つり足場の組立・解体中に作業床のない単管上
（ころばし）等から墜落

・建築物内の既存の梁、パーテン
ション上に架けられた仮設の足場
板等からの墜落

・擁壁（法面）上、鉄塔上、
橋梁の欄干上等からの
墜落

その他（屋根材・床材等）（１２件）

・木建住宅等（新築 ４件、改修 １８件、
解体 ４件）

・その他 ５件

・ビル等（新築 １件、改修 ６件、解体
２件）
・その他 ３件

・倉庫・工場等等（改修 １０件、解体 ４
件）

・その他 ４件

・ビル等（新築 ３件、改修 ２件、解体 １０
件）
・木件住宅等（新築 ４件 解体 １件）
・倉庫・工場等（新築 １件、改修 １件）

・木建住宅等（新築 １０件、改修
解体 ２件）

・ビル等（改修 １件、解体 １件）
・倉庫・工場等（新築 ３件、解体
２件）

・その他 １件

はしご・脚立から
（１７件）

その他（５９件）

・「地山、岩石」「立木」等の環
境に関するもの、「移動式
クレーン」「掘削用機械」等
の機械に関するものetc.

その他（高所にかけられた部材
等）（５件）

墜落・転落災害（死亡災害）（２６２件）
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本足場（１９件） 一側足場（１２件）

通常作業中に外側から墜落（４件）

通常作業中に躯体との間から墜落（３件）

通常作業中に作業床が外されている箇所から墜落（２件）

（主な事例）

・足場２層目作業床上にて、外壁の養生シートをかがんだ姿勢で片づけていたと
ころ、作業床と手すりの間から後ろ向きに墜落したもの。（単管、手すり先行では
ない、手すり高さ９４ｃｍ、中さんなし、作業床の幅４０ｃｍ）

（主な事例）

・３層目の足場上で住宅窓枠のコーキング作業を行っていたところ、バランスを崩
し足場内側と建物の間に墜落した。

（単管、手すり先行ではない、躯体側に手すりなし、中さんなし、作業床の幅５０
ｃｍ、壁面と建地の隙間３２ｃｍ＋建地と作業床の隙間１８ｃｍ）

（主な事例）

・足場上で軒天の塗装作業をしていたところ、２層目の足場上の２枚敷きの布板
の内、１枚が取り外された状態で設置されていたため、足場板の抜けていた開
口部分から墜落した。

（単管、手すり先行ではない、作業床の幅２４ｃｍ（通常箇所は４０ｃｍ）、建地と
作業床の隙間３０ｃｍ）

組立・解体作業中に墜落（１０件）

（最上層の外側に６件、最上層の内側１件、最上層の内外の区別がない箇所
に１件、最上層以外の外側１件、足場の倒壊１件）

（主な事例）
・枠組足場の最上層を組立中、建枠を持って移送していたところ外側に墜落した。

（わく組、手すり先行ではない、作業床の幅５０ｃｍ、作業床と建地の隙間４０ｃ
ｍ、手すりなし、中さんなし、親綱あり（安全帯は使用せず））

通常作業中に外側から墜落（４件）

（主な事例）

・屋上に設置した広告パネルの撤去のため、一側足場上で作業していたところ、
作業床と手すりの間から一側足場外側に墜落したもの。（作業床の幅不明、手
すり高さ９０ｃｍ、中さんなし）

通常作業中に躯体との間から墜落（５件）

（主な事例）
・一側足場上で軒天の補修を行なっていたところ、足場の躯体側に墜落した。

（作業床の幅２５ｃｍ、躯体との隙間４０ｃｍ、外側の手すり高さ８４ｃｍ、中さん
なし、安全帯使用せず）

通常作業中に作業床が外されている箇所から墜落（１件）

（主な事例）

・足場上で外壁の換気用ダクト等に付着した塗料の拭取り作業を行っていたとこ
ろ、荷上用として全層１スパン分足場板が取り外されていた箇所から墜落した。

（作業床なし（通常箇所は作業床の幅２５ｃｍ）、外側の手すり高さ８０ｃｍ、中さ
んなし、作業床が外されていた場所の妻面に手すり等の設置なし）

組立・解体作業中に墜落（２件）（最上層１件、それ以外１件）

（主な事例）

・足場の解体作業において、部材の運搬で移動していた際にバランスを崩し墜落
した。安全帯を手すりに掛けていたが、バランスを崩した際に手すりに荷重が
かかり手すりの片側が外れ、安全帯が手すりをすり抜けたもの。
（作業床の幅２５ｃｍ、外側の手すり高さ９０ｃｍ、中さんなし）

※飛散防止等の養生用の単管骨組み等を含む。
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～1年

21
(8%)

1年～5年

45(17%)

5年～10年

26(10%)

10年～20年

45(17%)

20年～30年

47(18%)

30年～40年

32(12%)

40年～

46(18%)

～29歳

28(11%) 30歳～39歳

23(9%)

40歳～49歳

54(20%)

50歳～59歳

52(20%)

60歳～69歳

79(30%)

70歳～

26(10%)

～2m
17(7%)

2m～5m
81(31%)

5m～10m
76(29%)

10m～15m
24(9%)

15m～
36(14%)

不明

28(11%)

3

１．墜落・転落災害（死亡災害）全体 ： ２６２件

（１）墜落箇所の高さ
（２）法違反（労働安全衛生規則違反）の状況 ※主要なもの

● 第５１９条 作業床の端等の墜落防止措置・・・・・７５件（２９％）

● 第５１８条 作業床の設置等・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４件（１３％）

● 第５２４条 スレート等の屋根上の危険防止・・・・・１３件（５％）

● 第５６４条 足場の組立等の作業・・・・・・・・・・・・・・１１件（４％）

● 第５２１条 安全帯等の取付設備・・・・・・・・・・・・・・１０件（４％）

● 第５６３条 足場の作業床・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０件（４％）

● 違反なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１件（２３％）

● 不明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５件（１３％）

※ 括弧については、死亡災害（２６２件）に対する割合

（３）年齢・経験期間
年齢別割合 経験期間別割合

墜落箇所の高さ



民間

174(66%)国

8(3%)

地方公共団

体

47(18%)

その他

12(5%)

不明

21(8%)

～5人

105(40%)

6人～10人

61(23%)

11人～30人

63(24%)

31人～50人

21(8%)

51人～8(3%)
不明

4(2%)土木工事業

45(17%)

鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造

家屋建築工事

業

45(17%)

木造家屋

建築工事業

54(21%)
建築設備

工事業

9(4%)

その他の

建築工事業

56(21%)

その他の

建設業

53(20%)

4

（４）業種 （５）事業場（店社）規模

業種別割合
事業場（店社）規模別割合

（６）発注者の種別

発注者別の割合



5

～5人 6人～10人 11人～30人 31人～50人 51人～100人 100人以上 不明 合計

土木工事業 10 10 18 5 2 0 0 45
建築工事業 75 38 32 12 1 2 4 164

鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋建築工事業 12 11 12 7 1 1 1 45
木造家屋建築工事業 33 11 7 1 0 1 1 54
建築設備工事業 3 5 0 1 0 0 0 9
その他の建築工事業 27 11 13 3 0 0 2 56

その他の建設業 20 13 13 4 3 0 0 53
合計 105 61 63 21 6 2 4 262

～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳～ 合計
1年未満 9 1 2 3 3 3 21
1年以上５年未満 11 8 8 4 12 2 45
5年以上10年未満 7 3 5 4 7 26
10年以上20年未満 1 10 16 9 9 45
20年以上30年未満 1 21 15 6 4 47
30年以上40年未満 2 15 12 3 32
40年以上 2 30 14 46
合計 28 23 54 52 79 26

年齢×経験期間
年齢

経
験
年
数

業種×事業場（店社）規模

業
種

事業場（店社）規模

～2m 2m～5m 5m～10m 10m～15m 15m～ 不明 合計

土木工事業 4 7 9 2 10 13 45
建築工事業 8 62 55 15 15 9 164

鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋建築工事業 1 9 10 9 11 5 45
木造家屋建築工事業 5 31 17 0 0 1 54
建築設備工事業 1 2 4 0 1 1 9
その他の建築工事業 1 20 24 6 3 2 56

その他の建設業 5 12 12 7 11 6 53
合計 17 81 76 24 36 28 262

業種×墜落箇所の高さ

業
種

墜落箇所の高さ



～1年

5(10%)

1年～5年

11(22%)

5年～10年

5(10%)10年～20年

10(20%)

20年～30年

5(10%)

30年～40年

3(6%)

40年～

11(22%)
～29歳

11(22%)

30歳～39歳

8(16%)

40歳～49歳

8(16%)50歳～59歳

5(10%)

60歳～69歳

13(26%)

70歳～

5(10%)

6

２．設置されている又は組立・解体中の足場に関連するもの： ５０件

（１）墜落箇所の高さ （２）法違反（労働安全衛生規則違反）の状況

～2m
4(8%)

2m～5m
11(22%)

5m～10m
16(32%)

10m～15m
8(16%)

15m～
10(20%)

不明

1(2%)

墜落箇所の高さ ● 第５６４条 足場の組立等の作業・・・・・・・・・・・・・１０件（２０％）

● 第５６３条 足場の作業床・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９件（１８％）

● 第５１８条 作業床の設置等・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件（１２％）

● 第５１９条 作業床の端等の墜落防止措置 ・・・・・６件（１２％）

● 第５６５条 足場の組立等作業主任者の選任・・・・４件（８％）

● 第５６６条 足場の組立等作業主任者の職務・・・・４件（８％）

● 第５６７条 足場の点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３件（６％）

● 違反なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７件（３４％）

● その他、５１７条の１２、５２１条、５２６条、５４０条 各２件
５１７条の４、５２９条、５７０条 各１件

※ 括弧については、死亡災害（５０件）に対する割合

（３）年齢・経験期間 年齢別割合 経験期間別割合



民間

33(66%)
国

2(4%)

地方公共団体

10(20%)

その他

3(6%)
不明

2(4%)

～5人

23(46%)

6人～10人

13(26%)

11人～30人

10(20%)

31人～50人

2(4%)

51人～

2(4%)
土木工事業

7(14%)

鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造家

屋建築工事業

14(28%)

木造家屋

建築工事業

11(22%)

その他の

建築工事業

9(18%)

その他の

建設業

9(18%)

7

（４）業種 （５）事業場（店社）規模 （６）発注者の種別
業種別割合 事業場（店社）規模別割合 発注者別の割合

対象数

作業内容 高さ 墜落箇所 （内側の場合）躯体との距離

通常
作業中

組立・
解体中

2ｍ
未満

2ｍ～
5ｍ

5ｍ～
10ｍ

10ｍ～
15ｍ

15ｍ
以上

不明
足場の
内側

（躯体側）

足場の
外側

その他 不明
30cm
未満

30cm
以上

不明

本足場 19 9 10 0 4 7 3 5 0 4 11 4 0 0 4 0

一側足場 12 10 2 0 3 8 1 0 0 5 6 1 0 0 5 0

つり足場 6 0 6 1 1 0 1 3 0 － － － － － － －

その他 13 10 3 3 3 1 3 2 1 － － － － － － －

足場の種類別の災害の発生状況

（７）災害事例 別紙１のとおり



8

対象数

作業床の幅 作業床と建地の隙間
足場用墜落防止設備

（墜落した側（※）での設置状況）
安全帯の使用

40cm
未満

40cm
以上

不明 12cm未満 12cm以上 不明 問題なし
手すり
なし

中さん
なし

使用あり 使用なし

9 1 6 2 2 6 1 1 3 6 0 9

● 本足場 通常作業中

対象数

作業床の幅
足場用墜落防止設備

（墜落した側（※）での設置状況）
安全帯の使用

40cm
未満

40cm
以上

不明 問題なし
手すり
なし

中さん
なし

使用あり 使用なし

10 7 2 1 0 8 9 0 10

● 一側足場 通常作業中

対象数

作業床の幅 安全帯取付設備 安全帯の使用

40cm
未満

40cm
以上

手すり等 親綱 なし 使用あり 使用なし

10 1 9 3 4 3 0 10

対象数

作業床の幅 安全帯取付設備 安全帯の使用

40cm
未満

40cm
以上

手すり等 親綱 なし 使用あり 使用なし

2 2 0 1 0 1 1 1

災害発生時の墜落防止措置状況

● 本足場 組立・解体作業中

● 一側足場 組立・解体作業中

（※）９件のうち、足場の内側への墜落３件、足場の外側への墜落４件、その他２件

（※）１０件のうち、足場の内側への墜落５件、足場の外側への墜落４件、その他１件



～29歳

7(8%)

30歳～39歳

6(7%)

40歳～49歳

17(20%)

50歳～59歳

19(22%)

60歳～69歳

28(32%)

70歳～

10(11%)

2m～5m
33(38%)

5m～10m
35(40%)

10m～15m
11(13%)

15m～

7(8%)
不明1(1%)

9

３．屋根・屋上・床上からのもの： ８７件

（１）墜落箇所の高さ （２）法違反（労働安全衛生規則違反）の状況

● 第５１９条 作業床の端等の墜落防止措置・・ ・・・・・・・・５７件（６６％）

● 第５２４条 スレート等の屋根上の危険の防止・・・・・・・・１３件（１５％）

● 第５２１条 安全帯等の取付設備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件（７％）

● 第５２９条 建築物等の組立、解体又は変更の作業 ・・・３件（３％）

● 違反なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８件（９％）

● 不明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件（６％）

● その他、５１７条の２、５１７条の１２、５１７条の１３、５２６条、５２７条 各２件
５１７条の４、５１７条の５、５１７条の１４、５１７条の１７、５１７条の１８、
５２０条、５６２条、５６３条、５６５条、５７０条、５７５条の５、５７５条の６ 各１件

※ 括弧については、死亡災害（８７件）に対する割合

墜落箇所の高さ

（３）年齢・経験期間

～1年

11(13%)

1年～5年

15(17%)

5年～10年

8(9%)

10年～20年

11(13%)

20年～30年

15(17%)

30年～40年

10(11%)

40年～

17(20%)

年齢別割合 経験期間別割合



民間

69(79%)

地方公共団

体

9(10%)

その他

4(5%)
不明

5(6%)

～5人

44(51%)

6人～10人

20(23%)

11人～30人

17(19%)

31人～50人

5(6%)
不明

1(1%)

土木工事業

2(2%)

鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造

家屋建築工

事業

14(16%)

木造家屋建

築工事業, 22, 

25%
建築設備

工事業

4(5%)

その他の

建築工事業

32(37%)

その他の

建設業

13(15%)
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（４）業種 （５）事業場（店社）規模

業種別割合 事業場（店社）規模別割合

（６）発注者の種別

発注者別の割合

（７）災害事例 別紙２のとおり



～1年

2(8%)

1年～5年

1(4%)

5年～10年

2(8%)

10年～20年

7(28%)

20年～30年

4(16%)

30年～40年

2(8%)

40年～

7(28%)

～29歳

3(12%)

30歳～39歳

3(12%)

40歳～49歳

4(16%)

50歳～59歳

6(24%)

60歳～69歳

7(28%)

70歳～

2(8%)

2m～5m
13(52%)5m～10m

8(32%)

10m～15m
2(8%)

15m～
2(8%)
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４．はり・けた等からのもの： ２５件

（１）墜落箇所の高さ （２）法違反（労働安全衛生規則違反）の状況

● 第５１８条 作業床の設置等・・・・・・・・２０件（６６％）

● 違反なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４件（９％）

● その他、５１７条の１２、５１９条 各２件
１９４条の９、５１７条の１３ 各１件

※ 括弧については、死亡災害（２５件）に対する割合

（３）年齢・経験期間
年齢別割合 経験期間別割合

墜落箇所の高さ



民間

21(84%)

地方公共団体

2(8%)

不明

2(8%)
～5人

7(28%)

6人～10人

9(36%)

11人～30人

5(20%)

31人～50人

1(4%)
不明

3(12%)
鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造家

屋建築工事業

5(20%)

木造家屋建築

工事業

12(48%)

建築設備

工事業

1(4%)

その他の

建築工事業

6(24%)

その他の

建設業

1(4%)
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（７）災害事例

●建方作業・解体作業中にはり・けた等の上から（２０件）
・ 屋根の垂木を設置する作業のため、棟木（屋根の最上部に設置された垂木を取り付ける為の材）に上り作業を行っていたところ、バランスを崩し土間コンクリー

ト上に墜落した。
・ 住宅新築工事において、２階梁上で火打ち材の取付を行っていたところ、火打ち材に足を掛けた際に火打ち材が梁から外れ、墜落した 。

●その他（高所にかけられた部材等）（５件）
・ 喫煙ボックス上部に足場板をかけて作業を行っていたところ、バランスを崩し墜落した。
・ 施設内の鉄骨の塗装作業を行うに当たり、鉄骨上で作業を行っていたところバランスを崩し、足場が設置されていない開口部から墜落した。（当該施設内部は

鉄骨が入り組んでおり、全面に作業床を設置することは困難だったもの）

（４）業種

業種別割合 事業場（店社）規模別割合

（５）事業場（店社）規模 （６）発注者の種別

発注者別の割合



～1年

3(3%)

1年～5年

18(18%)

5年～10年

11(11%)

10年～20年

17(17%)

20年～30年

23(23%)

30年～40年

17(17%)

40年～

11(11%)

～29歳

7(7%) 30歳～39歳

6(6%)

40歳～49歳

25(25%)

50歳～59歳

22(22%)

60歳～69歳

31(31%)

70歳～

9(9%)
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５．その他： １００件

（１）墜落箇所の高さ （２）法違反（労働安全衛生規則違反）の状況 ※主要なもの

● 第５１９条 作業床の端等の墜落防止措置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０件（１０％）

● 第５１８条 作業床の設置等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８件（８％）

● 第３６条 特別教育を必要とする業務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５件（５％）

● 第１５５条 （車両系建設機械の使用に係る）作業計画・・・・・・・・・・・ ４件（４％）

● 第１５７条 （車両系建設機械の使用に係る）転落等の防止・・・・・・・ ４件（４％）

● 第１５４条 （車両系建設機械の使用に係る）調査及び記録・・・・・・・ ３件（３％）

● 第１６４条 （車両系建設機械の）主たる用途以外の使用の制限・・・ ３件（３％）

● 第５２７条 移動はしご・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３件（３％）

● 違反なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２件（３２％）

● 不明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０件（３０％）

※ 括弧については、死亡災害（１００件）に対する割合

（３）年齢・経験期間
年齢別割合 経験期間別割合

～2m
13(13%)

2m～5m
24(24%)

5m～10m
17(17%)

10m～15m
3(3%)

15m～
17(17%)

不明

26(26%)

墜落箇所の高さ



民間

51(51%)

国

6(6%)

地方公共団体

26(26%)

その他

5(5%)
不明

12(12%)

～5人

31(31%)

6人～10人

19(19%)

11人～30人

31(31%)

31人～50人

13(13%)

51人～

6(6%)

土木工事業

36(36%)

鉄骨・鉄筋コ

ンクリート造家

屋建築工事業

12(12%)
木造家屋

建築工事業

9(9%)
建築設備

工事業4(4%)

その他の

建築工事業

9(9%)

その他の

建設業

30(30%)
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（７）災害事例

●はしご・脚立から（１７件）
・ 店舗新築工事において脚立の上から１段目で（脚立天端をまたいで）天井部の配管作業を行っていたところ墜落した。
・ １階屋根の瓦を取り替えようと、移動はしごを傾斜のある玄関ポーチに設置し、屋根の端に立てかけ、上っていたところ、はしごが転位し墜落した。

●その他の建築物・構築物から（２４件）
・ 河川点検のため、護岸天端部を移動していた際に、護岸ブロックの端から墜落した
・ 鉄塔上での作業中に、足を滑らせバランスを崩した際に、安全帯が掛けていた水平墜落防止装置の端から抜け、墜落した

●その他（５９件）
・ 道路工事現場において、ローラーで締め固め作業を行っていたところ、ローラーとともに路肩から法面上を転落した。
・ 法肩上で伐採した木の切株の伐根作業を行っていたところ法面上を墜落した。

（４）業種

業種別割合 事業場（店社）規模別割合

（５）事業場（店社）規模 （６）発注者の種別

発注者別の割合


